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講演会と交流会 
「里親支援の輪を広げて」～里親支援機関

職員、里親支援専門相談員の研修会～ 

 

日時：2013 年 10 月 30 日（水） 

10:00～17:00 

場所：東京大学伊藤国際学術研修センター 

中教室 

講演とコメント：Patrick Tomlinson 氏 

（トムリンソン・コンサルタント事務所長） 

藤野興一氏（鳥取子ども学園園長）     

通訳：辻 直美 （吉香ｋｋ） 

司会：平田美智子（研究分担者和泉短期大学） 

録音記録 編集：開原久代 

 

配布資料：１．「エビデンス情報と成果にも 

とづいた里親ケアのモデル」２．「トラウマ 

を背負った子どもたちと心をかよわせるに 

は」 ３．英国マニュアル「英国における 

里親のリクルート」（以上 Tomlinson 氏資 

料を開原久代翻訳）４．「鳥取こども学園の 

取り組みと社会的養護の課題と将来像」（藤 

野氏講演資料）５．トムリンソン氏らの 

著書で開原らの監訳による著書の紹介チラ 

シ「虐待を受けた子どもの愛着とトラウマ 

の治療的ケア」～施設養護・家庭養護の包 

括的支援実践モデル。福村出版より１２月 

出版 ６．アンケート用紙 

 

午前の部 10:00~12:00 

トムリンソン氏講演 

「エビデンスに根ざした里親支援モデル」 

 

司会：皆様、おはようございます。今日は、

天気には恵まれましたが、狭い会場に大勢

の方に来ていただいて、かなり窮屈な思い

をされているかと、本当に申し訳なく思っ

ておりますが、大勢の方にお申込みいただ

き感謝しております。これから、「里親支援

の輪を広げて、里親支援機関職員、里親支

援専門相談員の研修会」を行いたいと思い

ます。まず、皆様、お手元にある５つの資

料をご確認ください。（以下省略）、それか

ら、アンケート、是非、ご協力いただきた

いと思います。今回の研修は、平成２５年

度厚生労働科学研究費の政策科学総合研究

「被虐待児を養育する里親家庭の民間の治

療支援機関の研究」の一環で、海外の研究

と私たちのグループによる国内の里親支援

の調査等を行っております。これまでに、

里親支援機関のアンケート調査や訪問調査

を行いましたが、今年度は、里親支援専門

相談員、この制度は途中からスタートした

もので、里親支援専門相談員の方たちにい

ろいろお話をお伺いしようと、関西と今回

の東京で２回研修会を開いています。本日

は、午後のグループ討議でもいろいろご協

力をお願いしたいと思いますのでよろしく

お願いいたします。 

過日、９月２６日に大阪で研修会を開き

ましたが、その際、里親支援専門相談員の

ネットワークがまだできていないというこ

とを伺いました。是非、今日の午後のグル

ープワークを大切にしていただいて、他の

支援機関の方々と情報交換をしていただき、

これを機会に、専門相談員の方たちのネッ

トワークが深まればと願っておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、最初に、研究代表者の開原久

代先生からご挨拶申し上げます。 

 

開原：皆さん、こんにちは。私は、厚労省
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から３年間の期限で、科研費をいただき、

最年長ということで、代表を務めておりま

すが、研究分担者の平田美智子さんのグル

ープに、いろいろな研究部門を担当してい

ただいております。私は、代表を務めると

同時に分担者として、外国の状況の調査を

しておりまして、特に重いトラウマ、虐待

によるトラウマを背負った子どもたちの治

療支援のあり方、それから、そういう子ど

もを委託されてご苦労されている里親さん

たちに外国ではどういう支援があるかを調

査しています。 

本日、最初に基調講演をしていただくト

ムリンソン先生については、英国調査でご

協力をいただき、事前のご案内でご紹介し

ておりますが、大変重い虐待を受けた子ど

もたちの施設職員、施設長として長年のキ

ャリアをお持ちで、現在は施設経営や、施

設ケアのコンサルタントをされております

が、実務のご経験が豊富のすばらしい方な

ので、昨年はじめて来日いただき、日本の

関係者と交流を深め、本年も講演やワーク

ショップをお願いいたしました。今回も沢

山の資料をご用意下さり、その一部で翻訳

したものを本日、皆様にお配りしておりま

す。 

今日の講演は、パワーポイントを使用し

ないで重点をお話し下さるということなの

で、資料は本日の講演内容の確かめに使用

して頂ければと思います。 

以上、どうぞよろしくお願いいたします。 

司会：先生、ありがとうございました。実

は、開原先生は、精神科医で、東京都児童

相談センターで長く勤務され、実践の現場

の経験の中から、こういうテーマに取り組

んでおられます。また、トムリンソン先生

については、昨年の講演録をこの「新しい

家族」の最新号に「治療的ケアの道のり」

というタイトルで掲載しております。これ

だけでも読み応えがありますが、この研究

班のメンバーの多くが会員である「養子と

里親を考える会」という研究会とその会誌

を紹介させていただきます。この「養子と

里親を考える会」は、ここにおられる菊池

緑さんにより２６年前につくられ、その会

誌「新しい家族」を発行しておりますので

ご紹介させていただきます。 

申し遅れましたが、本日司会を勤めさせ

ていただく私は、平田（美智子）と申しま

す。和泉短期大学で教えています。 

里親支援専門相談員の方は、昨年度の調

査では、全国で１１０名ぐらいでした。で

すから、全員の方が申し込んでも、関西と

東京とで、１００名以上にはならないと思

っておりましたら、本日のこの会場に既に

里親支援専門相談員の方が４０名含まれて

おりました。皆様、児童養護施設や乳児院

に所属されておられ、これまでこうした会

は、あまりなかったと伺いました。施設の

方々がこういう家庭養育とか里親ケアに関

心を持っていただけるようになったという

ことは、非常に画期的なことと嬉しく思っ

ております。 

それでは、これから、パトリック・トム

リンソン先生に、ご講演をいただきたいと

思います。あとで、質問の時間もあると思

いますので、是非会場のほうから質問を出

していただけたらと思います。通訳の方が

入りますので、途中で区切りながらお話を

すすめます。 

講演のテーマは「里親支援と治療的ケア」

ということですが、パトリックさんのいろ



 

んな実践の中から、多方面にわたるお話が

聞けると思います。それでは、どうそよろ

しくお願いいたします。

トムリンソン

す。開原先生

だきまた、

がとうございます。プレゼンテーションの

資料を用意させていただ

間という時間のなか

こまで

ります

頭でお伝えするということを主

きたいと思います。お渡ししております資

料のほうは、

としてお持ち帰りいただければと思い

タイトルといたしましては、いかに治療

的里親支援を行うことができるか

専門職との連携、ということです

的ケアとか支援という言葉を使ったときに、

具体的にどういう意味なのか、定義されて

い な い 場 合 が 多 い か と 思 い ま す 。

Therapeut

えば、マッサージを受けたり、物理的に体

を癒してくれる場合に使うこともあります

し、また、治療的ケアという言葉を使った

場合は

背負った

んな実践の中から、多方面にわたるお話が

聞けると思います。それでは、どうそよろ

しくお願いいたします。

トムリンソン：ご紹介ありがとうございま

す。開原先生、このような場にお招きいた

また、皆さま

がとうございます。プレゼンテーションの

資料を用意させていただ

間という時間のなか

こまで凝縮してお話しできるかと考えてお

す。結論としては、私のほうから、口

頭でお伝えするということを主

きたいと思います。お渡ししております資

料のほうは、あとで

としてお持ち帰りいただければと思い

「治療的ケアとは？」

タイトルといたしましては、いかに治療

的里親支援を行うことができるか

専門職との連携、ということです

的ケアとか支援という言葉を使ったときに、

具体的にどういう意味なのか、定義されて

い な い 場 合 が 多 い か と 思 い ま す 。

Therapeutic、治療的という言葉です

、マッサージを受けたり、物理的に体

を癒してくれる場合に使うこともあります

し、また、治療的ケアという言葉を使った

は、通常、子どもが発達段階において

背負ったトラウマから、感情的、情緒的な

んな実践の中から、多方面にわたるお話が

聞けると思います。それでは、どうそよろ

しくお願いいたします。 

ご紹介ありがとうございま

、このような場にお招きいた

皆さまにご参加いただき

がとうございます。プレゼンテーションの

資料を用意させていただきましたが、

間という時間のなかで、あらゆる情報を

凝縮してお話しできるかと考えてお

。結論としては、私のほうから、口

頭でお伝えするということを主

きたいと思います。お渡ししております資

あとでご覧いただく参考資料

としてお持ち帰りいただければと思い

「治療的ケアとは？」

タイトルといたしましては、いかに治療

的里親支援を行うことができるか

専門職との連携、ということです

的ケアとか支援という言葉を使ったときに、

具体的にどういう意味なのか、定義されて

い な い 場 合 が 多 い か と 思 い ま す 。

、治療的という言葉です

、マッサージを受けたり、物理的に体

を癒してくれる場合に使うこともあります

し、また、治療的ケアという言葉を使った

、通常、子どもが発達段階において

トラウマから、感情的、情緒的な

んな実践の中から、多方面にわたるお話が

聞けると思います。それでは、どうそよろ

ご紹介ありがとうございま

、このような場にお招きいた

にご参加いただき、あり

がとうございます。プレゼンテーションの

きましたが、２

、あらゆる情報を

凝縮してお話しできるかと考えてお

。結論としては、私のほうから、口

頭でお伝えするということを主にやって

きたいと思います。お渡ししております資

ご覧いただく参考資料

としてお持ち帰りいただければと思います。

「治療的ケアとは？」 

タイトルといたしましては、いかに治療

的里親支援を行うことができるかと、里親

専門職との連携、ということですが、治療

的ケアとか支援という言葉を使ったときに、

具体的にどういう意味なのか、定義されて

い な い 場 合 が 多 い か と 思 い ま す 。

、治療的という言葉ですが、

、マッサージを受けたり、物理的に体

を癒してくれる場合に使うこともあります

し、また、治療的ケアという言葉を使った

、通常、子どもが発達段階において

トラウマから、感情的、情緒的な
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んな実践の中から、多方面にわたるお話が

聞けると思います。それでは、どうそよろ

 

ご紹介ありがとうございま

、このような場にお招きいた

、あり

がとうございます。プレゼンテーションの

２時

、あらゆる情報をど

凝縮してお話しできるかと考えてお

。結論としては、私のほうから、口

にやってゆ

きたいと思います。お渡ししております資

ご覧いただく参考資料

ます。 

タイトルといたしましては、いかに治療

、里親

、治療

的ケアとか支援という言葉を使ったときに、

具体的にどういう意味なのか、定義されて

い な い 場 合 が 多 い か と 思 い ま す 。

、例

、マッサージを受けたり、物理的に体

を癒してくれる場合に使うこともあります

し、また、治療的ケアという言葉を使った

、通常、子どもが発達段階において

トラウマから、感情的、情緒的な

ところで癒しを受けることが治療的なケア

につながるのではないかと思います。通常、

親として子どもに関わる

のほうに主眼を置いて養育に携わるわけで、

必ずしも治療的なケアというもの

いかも知れませんが

しては、通常、トラウマを負って、虐待を

受けたり、ネグレクト

うような傷

という意味では、治療的なケアが必要にな

ってきます。

子どもたちが癒される、回復するために

は、何からの回復が必要なのか、どこから

癒しを受ける必要があるのかということを

知る必要があります。ですから、治療的な

ケアを行っていくためには、子どもの成育

歴について、きちんと理解する必要があり

ます。どういう体験をしてきて、それがそ

の子に対してどういう影響を与えてきたの

かということを把握する必要があります。

例えば

アする、そういった意味での

は、ネグレクトの対象になった子どもたち

と異なる部分があると思いますし、また、

共通の部分もあると思います。どういう

験を

きたことに対して、治療的なケアを施す

どうか

思います。

今、私がお話ししている里親に関連した

お話

も関連するところがあります。冒頭申し上

げたように、治療的な里親としての関わり

というのは、非常に複雑なものがありま

まず、子どもがどういったトラウマ体験を

してきたのか、どういったネグレクトを受

ところで癒しを受けることが治療的なケア

につながるのではないかと思います。通常、

親として子どもに関わる

のほうに主眼を置いて養育に携わるわけで、

必ずしも治療的なケアというもの

いかも知れませんが

しては、通常、トラウマを負って、虐待を

受けたり、ネグレクト

うような傷ついた子どもたちを育てていく

という意味では、治療的なケアが必要にな

ってきます。 

子どもたちが癒される、回復するために

は、何からの回復が必要なのか、どこから

癒しを受ける必要があるのかということを

知る必要があります。ですから、治療的な

ケアを行っていくためには、子どもの成育

歴について、きちんと理解する必要があり

ます。どういう体験をしてきて、それがそ

の子に対してどういう影響を与えてきたの

かということを把握する必要があります。

例えば、虐待を受けてきた子どもたちをケ

アする、そういった意味での

は、ネグレクトの対象になった子どもたち

と異なる部分があると思いますし、また、

共通の部分もあると思います。どういう

験を子どもたちが

きたことに対して、治療的なケアを施す

どうかで、異なる点と共通点と両方あると

思います。 

今、私がお話ししている里親に関連した

お話ですが、これは、一方で、施設養護に

も関連するところがあります。冒頭申し上

げたように、治療的な里親としての関わり

というのは、非常に複雑なものがありま

まず、子どもがどういったトラウマ体験を

してきたのか、どういったネグレクトを受

ところで癒しを受けることが治療的なケア

につながるのではないかと思います。通常、

親として子どもに関わる場合

のほうに主眼を置いて養育に携わるわけで、

必ずしも治療的なケアというもの

いかも知れませんが、里親という仕事に関

しては、通常、トラウマを負って、虐待を

受けたり、ネグレクト状態におかれた

いた子どもたちを育てていく

という意味では、治療的なケアが必要にな

 

子どもたちが癒される、回復するために

は、何からの回復が必要なのか、どこから

癒しを受ける必要があるのかということを

知る必要があります。ですから、治療的な

ケアを行っていくためには、子どもの成育

歴について、きちんと理解する必要があり

ます。どういう体験をしてきて、それがそ

の子に対してどういう影響を与えてきたの

かということを把握する必要があります。

、虐待を受けてきた子どもたちをケ

アする、そういった意味での

は、ネグレクトの対象になった子どもたち

と異なる部分があると思いますし、また、

共通の部分もあると思います。どういう

子どもたちがしてきたかで、

きたことに対して、治療的なケアを施す

で、異なる点と共通点と両方あると

今、私がお話ししている里親に関連した

、これは、一方で、施設養護に

も関連するところがあります。冒頭申し上

げたように、治療的な里親としての関わり

というのは、非常に複雑なものがありま

まず、子どもがどういったトラウマ体験を

してきたのか、どういったネグレクトを受

ところで癒しを受けることが治療的なケア

につながるのではないかと思います。通常、

場合は、主に発達

のほうに主眼を置いて養育に携わるわけで、

必ずしも治療的なケアというものは必要な

、里親という仕事に関

しては、通常、トラウマを負って、虐待を

状態におかれた

いた子どもたちを育てていく

という意味では、治療的なケアが必要にな

子どもたちが癒される、回復するために

は、何からの回復が必要なのか、どこから

癒しを受ける必要があるのかということを

知る必要があります。ですから、治療的な

ケアを行っていくためには、子どもの成育

歴について、きちんと理解する必要があり

ます。どういう体験をしてきて、それがそ

の子に対してどういう影響を与えてきたの

かということを把握する必要があります。

、虐待を受けてきた子どもたちをケ

アする、そういった意味での治療的なケア

は、ネグレクトの対象になった子どもたち

と異なる部分があると思いますし、また、

共通の部分もあると思います。どういう

してきたかで、体験して

きたことに対して、治療的なケアを施す

で、異なる点と共通点と両方あると

今、私がお話ししている里親に関連した

、これは、一方で、施設養護に

も関連するところがあります。冒頭申し上

げたように、治療的な里親としての関わり

というのは、非常に複雑なものがありま

まず、子どもがどういったトラウマ体験を

してきたのか、どういったネグレクトを受

ところで癒しを受けることが治療的なケア

につながるのではないかと思います。通常、

は、主に発達

のほうに主眼を置いて養育に携わるわけで、

は必要な

、里親という仕事に関

しては、通常、トラウマを負って、虐待を

状態におかれたとい

いた子どもたちを育てていく

という意味では、治療的なケアが必要にな

子どもたちが癒される、回復するために

は、何からの回復が必要なのか、どこから

癒しを受ける必要があるのかということを

知る必要があります。ですから、治療的な

ケアを行っていくためには、子どもの成育

歴について、きちんと理解する必要があり

ます。どういう体験をしてきて、それがそ

の子に対してどういう影響を与えてきたの

かということを把握する必要があります。

、虐待を受けてきた子どもたちをケ

治療的なケア

は、ネグレクトの対象になった子どもたち

と異なる部分があると思いますし、また、

共通の部分もあると思います。どういう体

体験して

きたことに対して、治療的なケアを施すか

で、異なる点と共通点と両方あると

今、私がお話ししている里親に関連した

、これは、一方で、施設養護に

も関連するところがあります。冒頭申し上

げたように、治療的な里親としての関わり

というのは、非常に複雑なものがあります。

まず、子どもがどういったトラウマ体験を

してきたのか、どういったネグレクトを受
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けてきたのかという子ども自身の体験につ

いて理解をする必要があります。そして、

それが子どもの発達にどういう影響を与え

てきたのかということを里親がまず理解し

て、その子が回復するためには、何が必要

なのかということを把握する必要が出てき

ます。ですから、そういった諸々の必要と

される内容を理解するためには、里親の方

も、まず、治療的ケアにまつわる理論を理

解して、必要なトレーニングを受けていた

だく必要があります。治療的な里親として

は、トレーニングが大変重要になってくる

かと思います。 

「子どもの理解と里親支援」 

関連した理論の中で、重要なものが２つ

あり、トラウマと愛着に関する理論です。

配布資料の中のチラシで私の本の翻訳書が

紹介されていますが、この本の中でこの理

論が述べられています。皆様はこれまでい

ろいろ経験をされてきたかと思いますが、

虐待を受けた子どもたち、そして、ネグレ

クト状態だった子どもたちを理解するとい

うのは、非常に大変なことであります。皆

様の中にも大変なご経験をされた方が多く

いらっしゃると思います。こういうトラウ

マ体験をしてきた、虐待若しくはネグレク

トを受けてきた子どもたちに対応していく

という養育に携わっていく里親の仕事は本

当に大変であるということで、相当なレベ

ルの厚い支援が必要になってきます。その

支援をどうやって提供していけばいいのか

というのがひとつの問いかけになります。 

先週からいろいろな議論をさせていただ

いている中で、質問が出て来たのは、里親

というのは、愛情を注ぐ親としての存在で

あるべきなのか、プロとしての里親である

べきなのかという議論がありました。私も、

施設での経験、また、里親としての経験も

積んできましたが、ときに、特別な方を、

専門の里親としてリクルートする場合もあ

るかと思います。なかには、本当に突出し

た稀にみる里親、若しくは治療的なケアを

行える例外的な方もいらっしゃるかと思い

ます。ただ、特に協力も得ず、支援も得ず

に、自分でそこまで凡てできる方というの

は非常に少ないと思いますので、そういう

方を十分な数、見つけてくること自体が容

易ではないといえます。ほとんどの方に、

そこまでのレベルを要求するのは不可能で

あります。そこまで、敷居を上げてしまう

と、施設養護であれ、里親の方であれ、や

ってくれる方をどんどん失ってしまうこと

になります。 

どういうシステムを作っていくべきなの

かというお話となりますが、既にいいシス

テムが日本では存在するのかも知れません

が、若しくは、今現在そうした仕組みを作

ろうという段階かもしれませんが。 

「親に必要な資質とは」 

それでは、普通に親として養育する際に

求められる資質について、少し話したいと

思います。アメリカで、政府の要請を受け

て行われた２人の研究者による研究があり

ますが、内容は、親としてどういう資質が

求められているのかという研究です。まず、

子どもたちに対して、非常に感性を持って

対応することができる・子どもが何を必要

としているのか、どういう反応を世の中に

子どもが発信しているのかを読み取り解釈

する・それらを、ある程度想定して予期す

る能力が必要と報告しています。また、非

常に会話が豊富である・いろんな言葉を子
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どもとやり取りできる環境ということで、

親との関係のなかで、言葉の会話のやり取

りが大変豊かな形で関わっていると発達上

大変プラスの影響が出るということがわか

っています。また、暖かい環境といったも

のも必要になってきますし、子どもにとっ

て必要な遊びができる環境や当然、安全性

が確保されていなければいけません。また、

自由にいろいろなものを探索するという環

境も整っている必要があります。そして、

子どもの発達段階において、共感する能力、

感情移入できる能力といったものも大変必

要になってきます。また、ほかの子どもた

ちとの関わり、若しくは養育者との関わり、

また自分自身に向き合っていく中で、誰か

とぶつかったときに、それにどうやって向

き合っていくのか、相容れないものをどう

やって対処していくのかということも重要

な部分であるかと思います。 

皆さまご存知のことかと思いますが、普

通の親業でもこれだけ大変なことでありま

す。普通に親という仕事をこなしていくだ

けでも十分に複雑なもので、これだけ大変

なのだということを認識いただけるかと思

います。親業はそんなに大変じゃないよと

いう方もいらっしゃるかも知れませんが、

私の意見では、大変な仕事だと。普通に親

をやるだけでも本当に大変だと感じていま

すし、現代社会の中で、多くの家族が、子

どもの養育に関して悩んでいます。これは、

数字的にも、大変な割合で、困難な養育状

況が示されておりますので非常に明らかに

なってきているかと思います。 

「親業がなぜ大変になったのか」 

人類学者によりますと、こういった問題

が現代社会において起こっている理由とし

ては、過去の歴史を振り返ってみますと、

ほとんど人間は、集団生活のなかで子ども

を養育してきました。それが今、核家族化

が進んで、親だけが子どもに関わるように

なり、歴史的に見てもあまり自然な状態で

はないということなのです。大きな集団で

はなくて、小さな単位での家族が主流とな

ったことが、多くの問題発生の理由ではな

いかと言っているのです。アフリカの諺で

は、村全体で子どもを育てないといけない

というのです。それだけ大変な子育てだと

いうことが諺でも言われているわけですが、

実際に、アフリカのある村で行われた研究

では、親はほとんどストレスを感じないと。

子どもの養育に関しては、村全体で関わっ

ているので、その親の子どもだけではなく

て、この子たちは、その村の子どもだとい

う意識で、取り巻く周辺の方々が全員子育

てに関わっているような状況ですので、母

親だけが子どもと孤立して長い時間二人だ

けで過ごすということもないということな

ので、親のストレスがほとんどないという

研究結果が出ています。何を申し上げたい

かと言うと、健康的な養育ということを考

えると、子どもの発達においても、親が養

育に携わる中でも、必ずそれを支援するた

めのネットワークが必要になってくるとい

うことがポイントになります。 

「トラウマを受けた子どもの反応」 

先ほど、子どもにどういうことが必要な

のかという、要求される資質等についてお

話ししましたが、特にトラウマを負った子

どもたちというのは、更に大変複雑な状況

になっているので、そういった子どもに何

を与えるべきかということにも複雑な要因

が絡み合ってくるわけです。 
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たとえば、子どもの世話をしようとした

ときに、その子どもは、その行為を拒絶す

るかも知れないのです。例えば、こちらが

その子と遊ぼうとしたとしても、子どもは

一緒に遊びたがらない、若しくは、どうや

って一緒に遊べばいいのかわからないとい

う状況があります。もちろん、子どもには、

安全が確保されなくてはいけないわけです

が、トラウマを受けた子どもは、自らを危

険に晒してしまいます。若しくは周りの人

たちを危険な状態に巻き込んでしまうこと

が往々にしてあります。いろいろとぶつか

るという局面は、普通の子育ての発達の段

階の中でも通常見受けられる状況だと思い

ますが、トラウマを受けた子どもは、非常

に過剰反応をしてしまいます。小さなこと

でも、大騒ぎになってしまうということが

往々にして起こります。 

「難しい子どもたちとケアラーの支援」 

私がこれまで関わった子どもの中には、

過去にも動物を殺すという経緯があった子

どもがおり、近所のペットとして飼われて

いた兎をサッカーボールのように蹴って殺

してしまったことがあります。これは非常

に極端な例ではありますが、些細なことで

も、トラウマを受けた子どもたちというの

は、本当に理解し難いような極端な行動に

走ることがあります。我々、対処する側も

共感を抱き続けることが大変困難になって

しまう子どもたちも大変多いかと思います。 

私がこの分野で仕事を始めたときには、

大変難しい子どもたちと向き合ってきた経

験があり、私自身も混乱し、その子どもた

ちの行動が理解し難い、理解することは不

可能だと感じていました。ただ、幸いなこ

とに、私が勤務していた施設では、毎週の

ようにトレーニングが行われており、いろ

んな考え方について、いろんなディスカッ

ションがされる場が設けられていたのです。

また、きちんとした指導体制も整っており、

ほとんど隔週で、私が体験していた内容に

ついて情報を共有して、こんなに大変な状

況なのだという説明をする機会が与えられ

ていました。そして、その supervisor とい

うことで指導に当たってくれた方が、大変

経験豊富な方で、こういう考え方もあるよ

ということを示してくださいました。チー

ムミーティングも毎週行われておりました

ので、そういう意味では、お互いに孤立す

るのではなく、チームの中でつながってい

るという感覚を持ちながら、仕事をするこ

とができました。 

「村総出の子育てという考え方」 

先ほど、村総出で子どもを育てるという

話をしましたが、これは非常に重要な点で

あります。 施設であっても、治療的なコ

ミュニティという形で、同じような環境を

作って、子どもの世話をすることが出来ま

す。まず、１名若しくは２名の養育者が主

として関わり、その周りに、子どもと馴染

みのある方々がそこを取り囲んでいるよう

な環境ですね。マネージャーだったり、教

師だった人々を含めて、コミュニティ全体

で子どもの治療的な環境を整えてあげると

いうことが非常に重要ではないかと思いま

す。これは、施設養護であれば、基本的に

関わる方が同じ場所にいますので、比較的

容易にできるかと思いますが、里親という

環境では、特に皆さんが、周りの近いとこ

ろにおられるわけではないですし、共同生

活をしているわけではないので同等の質の

ものを、治療的な環境として作り上げてい
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くにはどうすればいいのかという問いかけ

が出てきます。 

「里親家庭支援のネットワーク」 

私自身もこういう治療的な施設養護の場

で仕事をしましたが、そこで、ディレクタ

ーとしで指揮を執っていた男性の方は、そ

こで２０年ほど勤務した後に、転職して里

親の機関で仕事をされるようになりました。

その里親の組織でも、基本的には同じよう

な治療的ケアの原則を、施設養護のときに

していたものを、里親の治療的な組織でも

同じような形で実践されていました。その

組織は、トラウマを負った子どもたちの養

育に関して成功を収めている組織でありま

したが、通常は共同生活をしているわけで

はない里親の組織ということになると、

往々にして治療的なコミュニティと呼びづ

らいかと思いますが、このケースでは、非

常にうまくネットワークを作り上げて、治

療的ケアを、里親機関としても提供できる

ような形態を整えていました。ですから、

里親支援ということで、どういった支援が

必要なのかを検討する際に、いくつか挙げ

られます。まず、正式にこういう支援が必

要だというもののなかには、先ほど申し上

げたようなトレーニングとか、supervise

があります。いろいろな指導を受ける機会

というものが必要かと思いますし、そこま

で形式張らないフォーマルでない支援とい

うのもいくつかあるので、これからご紹介

したいと思います。 

「里親支援機関」 

先ほど申し上げた里親支援機関ですが、

ここでは、地域ごとにセンターを設けてお

り、そこで５０～６０組ぐらいの里親家庭

の支援をしています。そこでは、週に１、

２回ぐらい、里親の方が特にミーティング

に参加するというわけではなくても、ぶら

りと立ち寄っていただいて、スタッフの方

と話をしたりということで、交流できる時

間を設けています。軽食をとっていただい

たり、いつでも里親の方は歓迎されるとい

う場を設けているのです。また、いろいろ

なミーティングを開催する場でもあります

ので、里親同士のグループで、お互いの経

験を語り合ったり、共有したり、どう感じ

ているかということを共有することにより、

お互いの絆をつくり、支援し合うことがで

きます。また、かなり経験を積まれたシニ

アの里親の方が、一対一のメンターとして、

まだ経験を積まれていない里親の方に支援

をされるということもあります。先ほど申

し上げたフォーマルなサポートという意味

では、supervise ということで、定期的に

ソーシャルワーカーの訪問を受けたり、指

導を受けられるようなシステムもあります。

また、定期的なトレーニングということで、

トラウマとか、愛着とか、喪失とかの問題

に関してのトレーニングも行われています。 

「日本の皆様との交流から」 

昨日、訪問させていただいた施設（国立

武蔵野学院）ですが、虐待とネグレクトに

よってかなりのトラウマを負い、非常に困

難な状況にある子どもたちを措置している

施設でしたが、スタッフから説明いただい

たことは、食事時が非常に大変だというこ

とでした。子どもたちに、普通に食事をと

ってもらうということが大変複雑な状況に

あって、ちゃんと食事をすることに問題を

抱えている子どもが大変多いという説明を

受けました。 

先週、里親の代表者１０名の方との座談
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会でお話しましたが、その中でよく出てき

た話題では、盗みをはたらく子どもが多い

ということが挙げられました。食べ物を盗

んだり、お金を盗んだりということが往々

にしてあるという話をいただきました。例

えば、虐待を受けたり、ひどい体験をした

子どもたちというのは、そういった日常生

活の中で起床時、就寝時に何か問題があっ

たり、お金を盗んだり、食べ物に関して何

か問題があったりということは、当然そう

いう問題が起こり得る環境で育ってきたか

らなのです。ですから、当然里親の方が、

どうしてこういう難しい状況になっている

のかをまず理解していただかなければ、次

にどう対処していいのかという答えが見つ

からないと思います。そこの理解が欠けて

いると、ただ単に困惑して、混乱した状況

に陥ってしまいます。更に、里親の方々に

サポートを提供する方というのは、更にそ

の理解が深まっていなくてはいけないとい

うことになりますので、主任の方とか

supervisor の方というのは、トラウマを受

けた子どもたちを養育する里親の方がどう

いう支援を必要としているのかを本当にき

ちんと理解している必要があります。里親

の方々のニーズをきちんと把握して、サポ

ートするには、どういうトレーニングが必

要かということも十分に考慮して検討して

いただく必要があります。 

「子どもの行動を理解するには」 

子どもたちの養育に関わっている方々を

支援するという意味で、本当にそれがどう

いう仕事なのかということを十分に理解す

ることが大変重要であると思います。例え

ば、先ほどの動物、ペットを殺してしまう

子どもの話をしましたが、その子自身が実

の親に、ほとんど殺されかかったようなひ

どい虐待を受けていた子どもでした。本来

であれば、自分を守って、愛情を注いでく

れるはずの親から傷つけられてしまった、

赤ちゃんのときに虐待を受けてしまった子

どもでしたので、全く防御することが出来

ない年齢で、そういう虐待を受けてしまう

と、どうしても、人に対しても、動物に対

しても気くばりをするということはその子

には望めないです。 

いくつか、こういう仕事に携わっている

方のトレーニングをしましたが、そのとき

に、ケーススタディのような形で、いくつ

か事例を挙げました。 

「ケーススタディ」 

ある１０歳の子どもで家出をしたケース

ですが、その養育者が子どもを捜しに行き

ました。遠目にその子を見つけて、近づい

ていくと、その子が猫の首の周りに縄を付

けて、池のそばにいました。 

トレーニングのセッションでは、小グル

ープに分かれて、そういう状況を目にして、

猫が池で首に縄を括られて、少年がそこに

立っているという状況の中で、養育者は何

をすべきなのか、それはどういう状況なの

かということを話し合ってもらいました。

そのグループディスカッションの後に、い

ろいろとフィードバックのコメントをした

なかで、どういうお話だったかと聞くと、

まず、そのグループの方が話し合った内容

というのは、その少年と猫の安全を確保す

る、まず、その猫を救出するという話が出

ていました。一旦安全が確保されて、事態

が落ち着いてきた段階で、養育者のほうか

ら、男の子に対して、動物をそういうふう

に扱ってはいけないことを、おそらくその
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子は理解していなかったと思いますので、

そういう説明をきちんとすると。男の子も

虐待を受けているということで、いたずら

を受けたり、いじめられたりと、自分が自

ら体験してきたことを猫に対してやろうと

していたのではないかと。 

そのグループの中で、ただ一人が、ちょ

っとためらいがちにコメントしたことは、

多分、男の子は、その猫を助けようとして

いたのではないかと正反対のことを言った

のです。ただ、そういうコメントを聞いて、

グループのほかの人たちは、一斉に笑った

のですが。私はそのコメントには、大変驚

きました。 

これは実際起こった事件をケースとして

取り上げており、本当にあった話でした。 

その男の子は、もっと小さかったとき、６

歳か７歳くらいの時に、弟が２、３歳だっ

たのですが、一緒にいるときに目の前で弟

が溺れて溺死してしまったのです。親が、

その男の子が弟を死なせてしまったと責め

たわけです。それが非常にトラウマになっ

たということです。実の弟が目の前で溺死

したのを目撃しただけでもショックを受け

ているわけですが、その責任を負わされた

ということは、更なるトラウマが深まって

しまうわけです。その男の子にとっては、

自分で解決することのできないトラウマに

なってしまったわけです。その男の子は、

何かを助けたいのか、たびたび池に行くと

いう習癖がありました。池で猫と目撃され

たときも、その猫を助けようとしていたわ

けです。自分の弟を助けたかったというこ

との表れであったのです。 

先ほど話した、ただ一人だけ、猫を助け

ようとしていたのではないかとコメントさ

れた方がいましたが、私にとっては驚きで

あったとともに、大変洞察力に優れた方だ

なと思いました。その方は、非常に思慮深

いような方で、非常に物静かな方と見受け

られたので、休憩時間にちょっと心配にな

って、大丈夫かと声をかけました。大丈夫

だと答えたのですが、どうして、そういう

ことを考え付いたのかという理由について

は、悲しいことに、ご自身が、実の弟が溺

れて、溺死してしまった状況に遭遇して、

目撃したというご自身の体験があったので、

そういう考えが浮かんだということだった

のです。実際の自分の体験に基づいた洞察

であったということでした。 

「子どもとケアラーの声を聞く」 

長々とこういう話をした理由ですが、こ

ういう傷を負った子どもたちと向き合って

いくというのは、どこまで複雑なものなの

かということを皆さんにご理解いただきた

くて、こういう話をしています。 

養育されている方のサポートの一環とし

ていろいろな方にお会いしてきましたが、

いかに子どもと対応していくのが難しいの

かということを、ご自身の体験をとくとく

と語ってくださった方がおられましたが、

まず、一番重要なのは、その方の話にしっ

かりと耳を傾けるということです。子ども

の声にもきちんと耳を傾けてあげることも

重要です。その理由のひとつとしては、実

際にトラウマを負った子どもたちの世話を

されている養育者の方々と、子どもの声に

つぶさに耳を傾ける必要があるからです。

これは、単に子どもが発している言葉だけ

ではなくて、詳細にわたって、子どもの動

きをつぶさに観察して、本当に子どもが何

を言わんとしているのかということに耳を
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傾けなくてはいけないからです。子どもた

ちの行動を観察することによって、その子

どもについて、何を学ぶことができるのか。

同じように、ケアをされている方々を支援

する場合にも、その方たちを十分につぶさ

に観察していく必要があります。どういう

ふうに、どういう表情をしているのか、悲

しそうなのか、ちょっとイライラしている

ように見受けられるか、かなり取り乱して

いるのかと。 

自らの感情にも目を向けていく必要があ

ります。皆さん、ご存知と思いますが、転

移、逆転移という理論で、実際に養育者（ケ

アラー）の方をサポートします。ケアラー

の方というのは、実際にそのケアラーの方

が子どもの時に築いてきたプロセスと同じ

ようなプロセスを経るということになりま

す。たとえば、私が日本にいる間、子ども

たちとやり取りをする際に、私は日本語を

話せませんし、ほとんどの子どもたちは当

然英語を話せないわけですが、言葉に頼ら

ずに、その子から得られる感情として、幸

せな気持ちになるのか、心配な気持ちにな

るのか、悲しい気持ちになるのか、困惑し

たような気持になるのかということを判断

するわけですが、どういう状況なのかを本

当に理解するためには、よく考えなくては

いけないのです。これは、英語で、

reflective practice と言っていますが、

自らを省みて実践していくという意味です。 

ケアラーの方をサポートする仕事に就い

ていたときには、まず、私が行ったのは、

ケアラーの方の声に耳を傾けるということ

をやっていました。その次に、話の内容を

更に深掘りするための質問をしていきまし

た。 

たとえば、できる限り詳細にわたって理

解を深めようとするわけですが、ケアラー

の方が、今朝、子どもが怒ってしまってと

いうような話が出たら、その詳細を更に詰

めていくことが重要です。どの程度怒って

いたのか、男性に対する怒り方と女性に対

する反応は違うのか、どういうパターンが

あるのかということをつぶさに見ていきま

す。その次に、そのケアラーの方がどうい

う状況判断をされていたのかということを

詳細に聞いていきます。どうして、そうい

う状況になったと思うのか、その理由をど

ういうふうに考えているのかということを

聞いてゆきます。そして、ケアラーの方自

体が状況をちゃんと理解できているかどう

か、そして、サポートを得ながらその状況

をきちんと考える機会を得ているかどうか

ということです。ちゃんとした理解ができ

ていれば、最善の解決策につながっていく

と思います。何か重要な点を見落としてい

るのではないかと感じたときには、ケアラ

ーの方に、その点を伝えて、どういう反応

が返ってくるのかということを見てゆきま

す。ある点について、何か理解が欠けてい

ると私のほうで感じたときには、直接的な

トレーニングを行ったり、若しくは参考資

料を提供したりということもやりますし、

ときには、あるトピックスに関してグルー

プセッションを、複数のケアラーの方を対

象に行うということもやっています。 

「猫と少年のケースを例に」 

先ほどの猫と少年のケースに戻りますが、

もし、ケアラーの方がそういった過去の経

緯についてきちんと理解していなかった場

合、また、トラウマについての正しい理解

がなかったとすると、そういった状況であ
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れば、ケアラーの方が少年に対して大変な

怒りを感じて、懲罰的な態度に出ていた可

能性もあるかと思います。そうなると、今

の男の子の例のように、大変なトラウマを

受けて、大変ひどい体験をした子どもが罰

を受けるという状況になってしまいます。

子どもが猫を池に連れて行って、その場で

トラウマを受けた事件を再生していたわけ

ですね。もし、その行為に対して罰を受け

ると、理解を示してもらえないということ

になると、更に、その子のトラウマは深い

ものになってしまいます。ここで、線引き

が非常に重要になってきます。 ケアラー

の方は、明らかにこういう行為をしてはい

けないということを明確にその子に伝える

一方で、その子どもの気持ちに対して共感

を示すということも重要です。 

「深刻な問題をかかえる子どもたちの支援」 

アメリカやイギリスにおいては、里親家

庭に委託されている子どもたちは、非常に

深刻な問題を抱えていますが、ケアラーの

方がそういう問題の理解をきちんとできな

ければ、回復はおろか、更に状況が悪化し

てしまうこともあります。その際に、子ど

もがまた別の里親家庭に委託されることに

なりますが、以前の里親家庭以上に難しい

状況に陥ってしまいます。というのは、そ

の前の措置で、きちんとその子どもがサポ

ートされなかったというだけではなくて、

拒絶されたという感情を持って、次の家庭

に委託されるわけですから、更に子どもの

状況は悪化してしまうわけです。最悪の場

合には、１０歳とか１１歳になる過程で、

２０か所若しくは３０カ所ぐらいの里親家

庭を転々とする子どももいます。こういっ

た極端な例においては、大変傷付きやすい

子どもたちがきちんと対応されずに、回復

を遂げることができなければ、当然大人に

なったときに、普通の健康的な生活を送る

ことが不可能になってきます。そういう大

変傷付きやすい、大変な経験をしてきた子

どもたちを支援して、回復させていくとい

うことは、こういった仕事に従事している

者としては、本当に絶対的な重要事項であ

ると考えています。そうしなければ、この

子どもたちは、大人になったときに、ふつ

うの生活をすることができなくなってしま

うからです。 

「質疑応答」 

トムリンソン：ここまでのところ、私のほ

うから長々とお話ししてしまいましたけれ

ども、特に皆様のほうからご質問などがあ

りますでしょうか？今までお話しした内容

は、よくご理解いただけましたでしょう

か？それとも、内容によっては、ちょっと

混乱されている方はいらっしゃるでしょう

か？ 

 

ツナカワ：里親支援専門相談員をさせてい

ただいているツナカワと申します。愛着と

かトラウマのトレーニングというのは、個

人的にするものなのか、それともグループ

でやるものなのか、もう少し内容をお教え

いただけるといいのですが。 

トムリンソン：トレーニング自体は個人的

に行ってもいいと思います。また、グルー

プでのトレーニングといったものもよろし

いかと思います。あるいは、トレーニング

という要素を一対一のスーパーバイズで、

指導するセッションのなかで取り入れてい

くという考え方もあるかと思います。まず、

こういったトレーニングを行う際に、そも
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そも愛着とは何なのか、トラウマとは何な

のかということを含めていかなくてはいけ

ないと思います。その理解がきちんとされ

ていなければ、先に進んで行くことができ

ません。子どもの発達についても、どうい

う役割をこれらが果たしているのかという

ことをしっかり理解する必要があります。

様々な愛着に関する理論がありまして、か

なり似通った内容でもあるのですが、元々

の愛着に関する理論を展開しているジョ

ン・ボウルビーですとか、メラニー・クラ

インとかドナルド・ウィニコットというよ

うな子どもの発達に関するサイコ・ダイナ

ミックスの理論を展開している人々の理論

を参考にされる方もおります。また、ダニ

エル・シーゲルとかアラン・ショートとい

ったような神経科学的な分野の最近の研究

も出てきています。様々な愛着に関する理

論は出てきてはいますが、ただ一点ポジテ

ィブな点としては、神経科学上も、５０年

前のボウルビーの理論を確認するような結

果が出てきています。つまり、愛着が、子

どもの発達においてもっとも根本的に必要

とされるものであるということが、改めて

再確認されています。 

また、里親のトレーニングの中でもネグ

レクトとか虐待が愛着にどういう影響を与

えているのかということも取り上げていま

す。トラウマを受けた子どもたちの愛着に

関する問題を改善させるために特に役に立

ったことはどういう内容なのか、トレーニ

ングによってどう対処するのかということ

を取り上げています。理解しなくてはいけ

ない点というのは、トラウマを受けた子ど

もたちに向き合っていくのは、常識では対

処できない局面もあります。一見、疑って

しまうような、直観と反するようなことが

正しい場合もあるわけです。カナダの研究

者で、ジェームス・アングリンという方が

おりますが、主に施設養護を対象とした、

トラウマを受けた子どもたちの研究をして

いる方ですが、施設だけではなくて、ほか

にも関連性があるのです。これは、配布資

料（エビデンス情報と成果にもとづいた里

親のケアモデル）の３０「研修」の項目の

ところにアングリンの言葉が書いてありま

す。「トラウマを受けた子どもたちのケアと

治療という最も複雑でつらい役割を持つ人

たちが、仕事のために、少しだけか、多く

の場合全く特別な研修を受けていないとい

うことは心配すべき事実」という言葉が引

用されています。先ほど話した方ですが、

施設での養護に長い間関わっていて、その

あとに里親サービスの機関に移られた方で

す。彼は、愛情だけでは十分ではないと言

っています。多くの養育者は、その理由は

わからなくても直観的に正しいことをして

います。ただ、根底にある情緒の問題、怒

り、破壊的な行動、罪悪感の欠如など、そ

ういった諸々の症状の背後にある行動を理

解する研修を受けていなければ、燃え尽き

てしまうであろうと語っています。 

グループのトレーニングについてのご質

問でしたが、グループでの研修も重要です

し、こうした資料や、そういったセッショ

ンを通じていろいろな理論について学んだ

り、自身の経験を共有する場が与えられる

ことも重要だと思います。また、グループ

セッションを行うメリットとしては、多く

の養育者の方が共通の経験をされていると

思いますので、そういった面で、孤立感を

取り払うことができますし、お互いに助け
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合うということができるかと思います。 

 

ほかに何かご質問がありますか？ 

 

キムラ：里親支援専門相談員のキムラとい

います。お話の中で、兎を蹴ったり、猫に

ひもを付けた子どものお話がありましたが、

その子どもに対しての治療というのはどん

なことをされたのでしょうか。猫にひもを

付けて助けようとしていた子どもは、そん

なふうに辛かったんだなということで、す

ごい共感をもってあげて、話を聞いてあげ

たのか、そういったことを私たちや里親さ

んたちがやることで、回復していくのでし

ょうか。 

トムリンソン：ありがとうございます。お

っしゃるとおり、男の子に対して、その子

の気持ちを語る機会を与えて、その子の言

うことに耳を傾ける、そして、理解して共

感することが仕事として大事です。おそら

く、この子が感じていた罪悪感というのは、

ほかの形で、日常生活の中でも現われてい

たと思います。日常生活の中でも、ケアラ

ーの方が、そういった男の子が抱えている

罪悪感といったものに対して非常に配慮し

て、何でも自分のせいにされるとか、全部

自分の責任だといったような責め立てられ

る罪悪感に向き合ってあげることですね。

そうすることによって、そういった気持ち

を取り払ってあげられるように、日常生活

のほかの場面でも対応することができます。

その目的ですが、本当に５、６歳の子がそ

ういった事件の責任を負わされるべきなの

か、それが現実的にそうあるのかというこ

とを考えてもらう。そこがちゃんと認識で

きるようにサポートすることが、一つの目

指すところです。多くの場合、トラウマを

受けた子どもたちというのは、かなり痛み

を伴う体験をして、それに対して身を守ろ

うという、防御的な状態にあるわけです。

この子のケースで申し上げると、弟を亡く

してしまったときから、当然悲しい気持ち

もあったと思いますが、すべて、本当は彼

のせいでなかったにせよ、その責任を問わ

れているように責められたということです

ので、当然恐怖感も伴ったと思います。不

安な気持でいっぱいになっていたと思いま

す。そこの部分の、防衛的な気持ちが少し

改善されてきますと、次に鬱のような感情

が出てきます。自分を守らなくてはいけな

いというところが取り払われてくると、や

っと弟の死を悼むという、本当に悲しい気

持ちを自分で味わう、それがちょっと鬱っ

ぽい感情につながってくるのです。この仕

事の難しいところは、そういう部分がある

ことですが、この子の場合は、そういった

鬱のような状態になること自体が、より健

康的な兆候であったわけです。やっと悲し

み、死を悼むということができるようにな

ったと。養育者の方にとっては、この子は

悪化しているのではないかと映ったかもし

れません。でも、これは通常の、正常なパ

ターンでして、本当は子どもは良くなって

きているのですが、外見、悪くなっている

ように見えることがあります。 

 

男性：児童養護施設の職員をしております。

トレーニングについてお伺いしたいのです

が、里親さんの認定に関して、その時点で

トレーニングが、イギリスや欧米でなされ

ているのか、期間であるとか、時間ですね、

どのくらいの量をやっているのか、あるい
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は、里親さんになってからも、そのトレー

ニングがなされているのか、その辺のとこ

ろを教えていただきたいですが。 

トムリンソン：里親リクルートに関する資

料が本日配布されていますが、里親のリク

ルートは、それにまつわる準備段階でのト

レーニングというのがリストの中に入って

いるかと思います。イギリスの場合は、そ

のトレーニングを、当初行われる研修のプ

ロセスの中に、里親になるというのはどう

いうものなのか、ということを事前にトレ

ーニングを通じてお伝えするということと、

具体的にどういう仕事が関わってくるのか

ということをまず理解していただくととも

に、まだ、その段階では委託を受けていな

い状況で、その研修を受けることによって、

中には、もう私は里親にはなりたくないと

言う方も出てきます。 

実際に里親のリクルートをして、その後

のトレーニングですが、これは関わる組織

によってかなり異なり、様々になっていま

す。そんなにやらない組織もありますし、

非常に複雑な問題にも取り組む、大変豊富

なトレーニング・プログラムを用意する組

織もあります。 

ちょっと関連したお話になりますけれど、

まず、リクルートのシステム自体がいいも

のでなくてはいけないのです。きちんとし

たリクルートのシステムがなければ、よい

人材が見つからないのです。この仕事に適

した方々がリクルートされなければ、その

後の支援は効果的に行われるはずはないの

です。ですから、まず、スタート地点から、

リクルートの段階から支援をするというと

ころがあります。本当にこの仕事をきちん

とできる人たちを採用して、そこで初めて

意味のある支援の仕組みが成り立つと思い

ます。 

トラウマを受けた子どもにとって、最も

重要なのは、彼らが回復することができる

安定した環境に身を置くことであります。

そこで、信頼できるケアラーの方とちゃん

と愛着を形成することができるかどうか、

そういう環境を整えてあげることができる

かどうかに尽きると思います。これまでも、

施設であれ、里親の方であれ、定着率の問

題が非常に大きく取沙汰されてきており、

我々の仕事の中でも、最も難しい課題であ

ると認識されております。ですから、きち

んとリクルートができるかどうかというこ

とは、我々にとっても一番大きな課題の一

つと考えております。 

ちょうど一週間ほど前に、ある文章を見

ていて、オーストラリアで里親に関する新

しいシステムが作られたようですが、そこ

では、定期的なセッションということで、

子どもの養育に関わっているほとんど全員

が、隔週ぐらいの頻度で一堂に会しまして、

里親とソーシャルワーカー、また、セラピ

ストのような、関わっている方が、皆さん、

その子どもについての進捗状況を話し合っ
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り、若しくは民間の組織で、会社形態をと

、そういう組織

を活用することによって、より複雑なサー

 

ちょっと、最後に一言申し上げたいと思

千万人を超える人口

を考えると、その中で養護を受けている子

千人とおっしゃっ

いましたけれども、一方でイギリスの対比

百万人に対

５万

人です。どの国でも、養護を受けている子

でかなりの割合で、トラウ

マを受けている子どもたちが多いかと思い

ます。それがいかに難しい状況なのかとい

うことは、かなり過小評価されているので

はないかと思います。その結果、子どもた

ちは、本当に必要としているサービスを受

をしているケア

ラーの方々も必要な支援を受けられないと

この

問題を見過ごすことの社会的コストの大き

ますが、

こういった子どもたちが適正なサービスを

受けることができずに大人になってしまう

、残りの人生ずっと問題を抱え続けると

いうわけです。ですから、社会に貢献する

ことなく、その社会的コストは甚大なもの

があるということになってしまいますので、

ます。

何らかの形で我々は、この子どもたちが本

当に必要としているサービスを受けられる

ような器を作るために必要な資源を投入し

て投資をしなければいけないということを

申し上げたいと思います。詳細を見ていく

と、人口に占める一定数の方が犯罪者にな

って服役するわけですけれども、また、ホ

ームレスの数ですとか

いる数です

護を受けたことがある経緯がわかっていま

す。

 

それでは、ご清聴ありがとうございまし

た。今日の午後もお目にかかります。

 

司会：

 （

藤野

何らかの形で我々は、この子どもたちが本

当に必要としているサービスを受けられる

ような器を作るために必要な資源を投入し

て投資をしなければいけないということを

申し上げたいと思います。詳細を見ていく

と、人口に占める一定数の方が犯罪者にな

って服役するわけですけれども、また、ホ

ームレスの数ですとか

いる数ですが、かな

護を受けたことがある経緯がわかっていま

す。 

 

それでは、ご清聴ありがとうございまし

た。今日の午後もお目にかかります。

司会：どうもありがとうございました。

（トムリンソン氏への

《以上

午後の部（

藤野 興一先生の講演と参加者によるグル

ープ討議（平田班の報告

午後のグループセッション

何らかの形で我々は、この子どもたちが本

当に必要としているサービスを受けられる

ような器を作るために必要な資源を投入し

て投資をしなければいけないということを

申し上げたいと思います。詳細を見ていく

と、人口に占める一定数の方が犯罪者にな

って服役するわけですけれども、また、ホ

ームレスの数ですとか、精神疾患を抱えて

、かなりの割合で、過去に養

護を受けたことがある経緯がわかっていま

それでは、ご清聴ありがとうございまし

た。今日の午後もお目にかかります。

（拍手） 

どうもありがとうございました。

トムリンソン氏への個別の質疑が続く）

 

《以上 午前の部

 

午後の部（13:00～

 

興一先生の講演と参加者によるグル

ープ討議（平田班の報告

 

午後のグループセッション

何らかの形で我々は、この子どもたちが本

当に必要としているサービスを受けられる

ような器を作るために必要な資源を投入し

て投資をしなければいけないということを

申し上げたいと思います。詳細を見ていく

と、人口に占める一定数の方が犯罪者にな

って服役するわけですけれども、また、ホ

精神疾患を抱えて

りの割合で、過去に養

護を受けたことがある経緯がわかっていま

それでは、ご清聴ありがとうございまし

た。今日の午後もお目にかかります。

 

どうもありがとうございました。

個別の質疑が続く）

午前の部終了》 

～16:30） 

興一先生の講演と参加者によるグル

ープ討議（平田班の報告書参照）

午後のグループセッションの風景

何らかの形で我々は、この子どもたちが本

当に必要としているサービスを受けられる

ような器を作るために必要な資源を投入し

て投資をしなければいけないということを

申し上げたいと思います。詳細を見ていく

と、人口に占める一定数の方が犯罪者にな

って服役するわけですけれども、また、ホ

精神疾患を抱えて

りの割合で、過去に養

護を受けたことがある経緯がわかっていま

それでは、ご清聴ありがとうございまし

た。今日の午後もお目にかかります。 

どうもありがとうございました。 

個別の質疑が続く） 

興一先生の講演と参加者によるグル

参照） 

の風景
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終了時のトムリンソン氏のコメント 

 

トムリンソン：有難うございました。それ

では、手短にコメントさせていただきます。

本日は興味深いセッションに参加が出来、

私自身、いろいろ勉強させていただきまし

た。勿論、藤野先生の方が日本のシステム

の施設ケアと里親ケアの関係については熟

知されている事柄ではありますが。 

 グループワークのはじめのところでは、

皆様名刺交換をされ、ご自身のバックグラ

ウンドについて自己紹介をされていました。 

ここで、これまで面識のなかった方たちが

知り合いになり、ネットワークをつくるこ

とは、里親を支援することも重要でありま

すが、支援する側のネットワークとして大

変重要なことであります。 

本日だされた話題について意見交換する

機会ということで、このようなイベントは

大変意義深いと思います。時間の関係があ

りますので、これだけ申し上げたいと思い

ます。 

 今日は、里親支援ということで話し合わ

れていましたが、よくわからないと言って

おられた方もいましたが、里親支援とはど

ういうことかの定義から取り組む必要があ

ります。どういう定義になるにせよ、最終

的には、子どもたちによい結果をもたらす

ものでなければなりません。 

 また、支援するためにはどういう能力や

経験、スキルが求められているのかを把握

する必要があります。 

 もう 1 日、時間があれば、支援とはどう

いうものかパラグラフにまとめて仕事の描

写が出来ましたがーーー。 

 さらに詳細に掘り下げれば、自閉症の子

どもを養育する里親の支援と、トラウマを

かかえている子どもを養育する里親への支

援の違いも考えねばなりません。 

 ここでストップしなければなりませんが、

一つでもご参考になることがあればと願っ

ております。 

 このような興味あるセッションにお招き

いただいたことを重ねて深く御礼申し上げ

ます。 

 

司会：パトリックさん、有難うございまし

た。 

    （拍手）終了 


